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茨
城
大
の
学
生
ら
が
、
聞
き
書
き
調
査
の
発
表
や

映
像
で
3
・
‖
後
の
福
島
県
の
姿
を
報
告
す
る
会

「
今
、
伝
え
た
い
思
い
」
が
二
十
一
日
、
水
戸
市
の

同
大
人
文
学
部
講
義
棟
十
四
番
教
室
で
開
か
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
後
、
大
学
が
続
け
て
い
る
復
興
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
人
々
の
生
の
声
、
思

い
を
、
学
生
の
目
線
で
伝
え
る
。
　
　
（
林
容
史
）

茨
城
大
で
2
1
日
報
告
会

空
い
て
語
り
、
原
発
事
故
は
福
島

だ
け
の
問
題
で
な
い
こ
と
を
訴

え
る
。
質
疑
応
答
の
時
間
も
設

ける。

指
導
し
た
人
文
学
部
の
原
口

弥
生
教
授
は
「
今
の
四
年
生

は
、
大
震
災
で
入
学
が
一
カ
月

遅
れ
た
。
学
生
が
経
験
し
た
こ

と
を
次
の
学
生
に
伝
え
、
次
の

行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

午
後
零
時
半
か
ら
で
、
映

画
、
聞
き
書
き
発
表
、
講
演
の

順
。
一
般
も
参
加
可
。
入
場
無

料
で
、
入
退
室
自
由
。

問
い
合
わ
せ
は
茨
城
大
広
報

室
＝
電
0
2
9
（
2
2
8
）
8

0
0
8
＝
へ
。

社
会
科
学
科
三
年
清
水
麻
美

さ
ん
（
二
〇
）
ら
二
人
は
昨
年
九

月
、
福
島
大
生
の
協
力
を
受

け
、
大
熊
町
、
川
俣
町
な
ど
で

聞
き
書
き
調
査
を
実
施
。
当
日

は
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
原
発

誘
致
で
原
発
関
連
会
社
に
仲
間

が
転
職
し
て
し
ま
っ
た
林
業
従

事
者
、
下
水
道
か
ら
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
て
苦
情
を
受
け

た
下
水
道
会
社
の
社
員
、
原
発

事
故
で
全
て
の
牛
を
失
っ
た
酪

農
家
た
ち
の
話
を
紹
介
す
る
。

清
水
さ
ん
は
「
大
震
災
後
、

三
年
半
の
経
験
な
の
に
、
い
ろ

い
ろ
な
覚
悟
や
決
断
が
あ
り
、

ま
る
で
人
生
の
話
を
聞
い
て
い

る
よ
う
な
、
ず
っ
し
り
と
し
た

重
み
を
感
じ
た
」
と
語
る
。

双
葉
町
出
身
の
人
文
科
学
研

究
科
一
年
小
野
田
明
さ
ん
制
作

の
映
画
「
あ
る
町
」
も
上
映
。

原
発
事
故
後
、
全
国
各
地
に
避

難
し
て
い
る
被
災
者
を
訪
ね
、

日
々
の
生
活
で
感
じ
て
い
る
こ

と
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
な
ど

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
記
録
映

像だ。ま
た
、
楢
葉
町
役
場
復
興
推

進
課
職
員
に
よ
る
講
演
も
あ

る
。
原
発
事
故
時
の
住
民
避
難

の
難
し
さ
な
ど
を
体
験
に
基
づ

楢
葉
町
役
場
の
職
員
園
か
ら
話
を
聞
く
茨
城
大
の
学
生

ら
＝
福
島
県
い
わ
き
市
で
（
清
水
麻
美
さ
ん
提
供
）


